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13 平成22年 度プロジェク ト科目年度末報告会

Project Course 2010

開催日 2011年2月7日

企 画 全体

講演者 平成22年度プロジェクト科目履習者

 2011年2月7日(月)、2010年 度 プロ ジェ ク ト科 目報 告会 が

行 わ れた。 まず慶應 人文 クローバ ルCOE拠 点 リー ターの渡 辺

茂 教授 よ り挨拶 があ り、その後 、そ れぞれ のプ ロジェ ク ト履 修

者 か ら報 告 が あ っ た。 まず プ ロ ジ ェ ク トAの 松 田壮 一 郎 氏

(タ イ トル Mechanlsms of llmltatlon  anear Infrared

spectroscopy(NIRS)StUCIy一)、 佐 藤 有理 氏(タ イ トル

オ イラー 図 ・ヴェ ン図 を用 い た図 形推 論 のfMRI研 究)、 玉 田

圭 作氏(タ イ トル 我 々は ど うマ ンガ を読 んでい るのかv-4

コママ ンガ読解 時の眼球 運動 を通 じて一)よ り報告 かあ った。

次 に プ ロ ジ ェ ク トCの 吉 原 友 美 氏 ・永 井敦 氏 ・桃 生 朋 子 氏

(タイ トル 日本 語形容 動詞 におけ る空 コピュ ラ 「の」)よ り報

告 が あ り、休憩 を挟 んで プ ロジ ェ ク トDの 山根千 明氏(タ イ

トル 会 が印象 にお け る明暗 コン トラス トと違和 感)、 大沼 麻

実氏(タ イ トル ァル コー ル依存 者 をAAへ とつ なげ る 中間

施 設マ ノクの プ ログラム)の 報 告か あった。 最後 にプ ロジェ ク

トEの 北 村 直彰 氏(タ イ トル Supersubstantlvallsmの 検 討

一 形 式 的存 在論 的 観点 か ら一)よ り報 告 が あ った。 報 告終 了

後 、 それぞれ のプ ロジェ ク ト責任 者 か ら講評 か述べ られ た。 そ

の後、社 会学研 究科委 員長 の杉 浦章介教 授 よ り挨拶 があ り、 最

後 に杉浦 教授 よ り履修 者 に修 了証が授 与 された。

 プ ロジェ ク ト科 目の 目的 は、分野 の垣 根 を越 えた議論 を実現

す る ことに よ り、 自身の研究 の さ らなる発展 を促す ところにあ

る。 この 目的 を果たす 過程で 生 まれ る利点 は多 々あ り、例 えば

様 々 な視 点 を融合 させ る ことで、新 たな興味 深い視 点 を生 みだ

す 点、 自身の研 究 を客観 的 に見直せ る点が ある。特 に後者 は重

要 かつ見 落 と しか ちな点で あ り、今 回の報告 会 を通 し、 その重

要性 に改 めて気付 か された。          (桃生朋 子)

Adebriefing session for"Project Course 2010"was held on

the 7th of February,2011 After seven oral reports of mul-

tidisciphnary topics, each student was awarded a certificate

of completion
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